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～被害想定地域の医療に携わる医師の立場から～



COI開示

今回の発表に関連し、発表者等に
開示すべきCOI関係にある企業等は
ありません。



人口 9856人（令和6年12月）

老齢人口割合 47.15%



黒潮町国保拳ノ川診療所

出張診療所

・国保鈴出張診療所
・国保伊与喜出張診療所



本日の発表

⚫想定されるリスクと黒潮町の取り組み

⚫災害時のプライマリ・ケア医の役割

⚫地域医療と災害医療の親和性
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【診療所が想定するリスク】

・建物被害（倒壊、断水、停電）

・通信手段の遮断

・道路寸断によるアクセス不能

・津波のリスク（沿岸部に位置する地区）

・医療資源の不足（医薬品、酸素、燃料）

・職員の被災・出勤困難



【診療所が想定するリスク】

・建物被害（倒壊、断水、停電）

・通信手段の遮断

・道路寸断によるアクセス不能

・津波のリスク（沿岸部に位置する地区）

・医療資源の不足（医薬品、酸素、燃料）

・職員の被災・出勤困難



黒潮町災害時医療救護計画
（案）



黒潮町の医療救護所
（6ヶ所）
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水の確保

•拳ノ川地区は、中山間地域にあり、近くには

伊与喜川も流れており、昔から井戸が多く

残されている。

→ 水質浄化装置（簡易型）の整備





電気の確保



食料の確保
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通信手段の確保
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南海トラフ地震・津波対策！



黒潮町の風景
役場から眺めた町の風景 高台に移転した役場

黒潮町役場



黒潮町の医療救護所
（6ヶ所）
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海沿いの国道は津波によって確実に寸断される予想



拳ノ川診療所

津波避難タワー

内陸方向へ避難
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拳ノ川診療所備蓄薬剤一覧

「トーワ」

（2025年7月時点）



社団法人高知県薬剤師会幡多支部との協定書
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災害時：保健医療福祉ニーズの変化のイメージ
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災害医療教護計画

ヘリポート整備

備蓄倉庫、備蓄物品

老朽化した診療所の建て替え

電子カルテ・電子処方箋導入

電源確保（太陽光・発電機等）

通信手段確保（消防デジタル無線、IP無線、衛星携帯等）

災害訓練（トリアージ等）

医療救護所整備

医療MaaS整備

南海トラフ対策に向けてやるべき事
～プライマリ・ケア医の視点～



災害訓練（トリアージ等）

R5.9.2～3



黒潮町と川崎学園は、平成29年12月20日に危機管理・

防災教育に関する包括的な覚書を締結

川﨑誠治理事長と大西勝也町長



後方病院との医療救護協定
四万十市民病院
（災害救護病院）

くぼかわ病院
（災害拠点病院）



黒潮消防の隊員さんや
地域住民の皆さま

医療救護所となっている
保育所の保育士さんと
AMDAと共に岡山からやって
来た中学・高校生の皆さま

患者さん役にも挑戦して
いただきました！



川崎学園との合同災害訓練
R5.10.18～19
南海トラフ等の広域災害後
の医療支援で協定締結



【診療所の主なBCP構成要素】

初期対応：応急処置、トリアージ（毎年の訓練）

慢性疾患管理（インスリンや透析患者など）→県内外搬送

被災者のメンタルヘルス、社会的弱者に対する対応

職員体制の確保、非常勤医の交代勤務体制→川崎学園（オンライン）

地元住民の協力（医療資格確認、ボランティア登録制度）

被災時に出勤可能な職員リスト（まずは近隣に暮らす職員）

非常用発電機と燃料の備蓄、飲料水・非常食・医薬品

（最低7日～10日分）

通信・情報伝達手段の確保、衛星電話、無線機の整備

施設・設備対策、耐震化の確認と補強 →建物の改築
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医師不足地域における地域医療
と災害医療（被災地）との親和性

•医療資源、医療スタッフの不足

•インフラ整備が都市部に比べて脆弱

•高齢者が多い（生産年齢層が少ない）

•医師の確保が困難なため医療をどう確保するか

•遠隔診療、オンライン診療の有用性

•基幹病院や都市部からの時間・距離のハンディ

•ヘリ搬送の有用性

•情報発信・共有の脆弱性



平時（通常診療）



医療MaaS
Mobility as a Service

医師不足地域対策
医療の確保（スタッフ不足）
高齢者は自宅近くの施設で診療が可能
災害対策（臨時の医療救護所）
オフグリッド（電源OFF）下の通信環境確保
→スターリンク
オンライン服薬指導



医療MaaS
Mobility as a Service



次世代の医療MaaSは。。。

化石燃料→EVの時代に



EV Motors Japan社製







太陽光発電パネル+ スターリンク（衛星通信）



もう一つの強い味方は。。。

スターリンク！

SpaceX社が提供する低軌道衛星
コンステレーションを活用した

ブロードバンドインターネットサービス





高齢者は、、、

・運転免許を返上するなどして通院手段が無く
なり、通院が困難となって医療を放棄する事例も

・高齢者の独居世帯が増加し、医療機関への送迎
をしてもらえる家族や親せきもいないため医療を
放棄する事例も

彼らに対して医療を確保する方策は、、、



あったかふれあいセンター事業

高知県内で31市町村事業所 55カ所

他県での運用は残念ながらありません！



自治体（市町村）が雇用した会計年度職員に
よって公用車で自宅から施設まで送迎が可能

サービスと同時に医療・薬剤サービスを提供可
能である

サービスを受けた際に、医療機関への受診や

調剤薬局への送迎も可能！

（高知県独自の素晴らしい公共サービス）

あったかふれあいセンター事業





町内に6ヶ所の拠点あり

※介護保険事業ではない



災害下臨時避難所

危機管理時（被災下）



公民館（集会所）での遠隔医療

出張診療所 臨時医療救護所

町内医師 DMAT、川崎学園医師等

町内診療所          DMAT本部の設置場所

岡山県倉敷市

町内 県内外

位置づけ

対応医師

医師の所在

～医療MaaSの活用～

現場対応
（保健師・看護師）

平時（通常診療） 危機管理時（被災下）

平時からの活用が重要！



医師・薬剤師

電子処方箋管理サービス

マイナポータル

情報連携本人確認
同意

患者さん
お薬手帳
アプリ

API連携オンライン
資格確認
システム

支払基金・国保中央会

APIは、あるソフトウェアの機
能を別のソフトウェアから呼
び出す仕組み

処方・調剤
情報取得

HPKI
カード



電子処方箋のメリット

救急症例の場合

患者様またはご家族からの同意が得られたら

直近までの調剤情報が得られる。

災害時（医療救護所等）災害時モード

電子処方箋管理サービスのサーバーにアクセス

して当該患者（傷病者）に対して直近までの

調剤情報が得られる。

通常外来

お薬手帳を忘れてきた患者様もしくは、他の医療機関で処方された

お薬の情報を把握できる。



省エネ→ オフグリッド
オフグリッドとは、電力会社（四国電力等）の
送電網（グリッド）につながっていない状態、
または電力会社に頼らずとも電力を自給自足し
ている状態を指します。

これまでは工場などの施設での実証実験がメイ
ンだったが、今回、高知工科大システム工学の
専門家とコラボし、広域災害に立ち向かうため、
「オフグリッド診療所」実証実験をスタート！

※医療施設としては全国初の取り組み

共同研究：高知工科大学地域イノベーション共創機構
住環境・まち研究室 https://www.kochi-tech.ac.jp/rora/



実証実験研究スケジュール
2023年度～2026年度

2023年度 診療所における冬季温熱環境・エネルギー実測

2024年度 診療所における夏季温熱環境・エネルギー実測と年間予測評
価手法の提示

2025年度 南海トラフ地震を想定したオフグリッド診療所の提案及び予
測・評価

2026年度 南海トラフ地震を想定したオフグリッド診療所の実証評価

※高知工科大学システム工学群からの提案



高知工科大学との共同研究
～論文～



まとめ

黒潮町は南海トラフ大地震および大津波に対して対策

（備蓄・通信・施設等・マニュアル）と訓練を重ねている

医師不足地域において災害時に向けて運用を平時から活用

・あったかふれあいセンター事業

・医療MaaS

・電子処方箋

大学等とのコラボ（川崎学園・高知工科大学等）

・合同医療救護訓練、オンラインを活用した支援協議

・オフグリッド診療所
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